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　当ＪＡ長ねぎ作業受託班では5月中
旬より、ドローンでの防除作業を実施
しています。６月１日には広岡地区の圃
場約1.6haに殺菌剤「ベジセイバー」を
散布しました。「生育は順調に進んで
いる。収穫期が楽しみだ」と園芸課の
土門健司係長が話しました。

今月の表紙今月の表紙 第29回通常総代会特集



第29回
通常総代会

万
円
を
計
上
し
、１
億
３
２
２
５
万
円
を
次
期
繰
越
利
益

剰
余
金
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

  

令
和
5
年
度
事
業
計
画

【
営
農
販
売
事
業
】

　

４
年
産
米
の
1
等
米
比
率
は
98
・
６
%
と
極
め
て
高
く

高
品
質
で
あ
っ
た
も
の
の
、
実
収
量
は
平
年
を
下
回
る
結
果

と
な
っ
た
こ
と
か
ら「
多
収
穫
」「
高
品
質
」「
良
食
味
米
」の
安

定
生
産
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
土
づ
く
り
支
援
事
業
の
推
進
を
強
化

し
ま
す
。地
域
や
土
壌
条
件
に
よ
る
課
題
の
克
服
、さ
ら
に
は

病
害
虫
防
除
を
含
め
た
対
策
強
化
に
努
め
、Ｊ
Ａ
庄
内
み
ど

り
産
米
の
高
品
位
安
定
生
産
を
継
続
し
ま
す
。ま
た
、継
続
し

て
新
規
就
農
者
の
農
業
経
営
の
早
期
確
立
お
よ
び
雇
用
就
農

者
の
定
着
を
目
指
し
て
総
合
的
な
支
援
を
展
開
し
ま
す
。

　

米
穀
で
は
需
要
に
沿
っ
た
生
産
を
基
本
に
取
引
先
の
要
望

に
応
え
る
べ
く
安
定
集
荷
、安
定
販
売
に
努
め
、販
売
価
格
と

生
産
者
手
取
り
の
回
復
を
目
指
し
ま
す
。園
芸
は
水
稲
と
の

複
合
経
営
に
よ
る
農
業
所
得
の
向
上
と
園
芸
生
産
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。ま
た
選
果
品
目
を
集
約
し
効
率
的
な
施
設
運
営

に
よ
る
経
費
削
減
と
販
売
力
強
化
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

畜
産
は
生
産
技
術
・
管
理
指
導
・
防
疫
体
制
を
強
化
し
、
関

　

総
代
会
に
当
た
り
田
村
久
義
組
合
長
は
「
令
和
４
年
度

は
米
の
収
量
減
に
加
え
原
油
価
格
、
農
業
資
材
、
飼
料
価

格
の
高
騰
な
ど
農
業
全
般
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

状
態
が
続
い
て
い
る
。そ
れ
を
踏
ま
え
、
営
農
維
持
と
再

生
産
意
欲
向
上
の
た
め
約
１
億
８
７
０
０
万
円
（
税
込

み
）
の
営
農
再
生
産
特
別
支
援
対
策
な
ど
計
約
２
億
円
の

支
援
対
策
を
実
施
。５
年
度
は
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の

強
化
、
地
域
農
業
を
守
る
た
め
政
府
与
党
に
よ
る
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
、
国
消
国
産
、
食
料
安
全

保
障
の
強
化
、
農
産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
、
資
材
高
騰

対
策
な
ど
の
さ
ら
な
る
農
政
運
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
米
価
回
復
に
向
け
た
販
売
努
力
と
働
き
か
け
を
実
施

す
る
。そ
の
他
各
事
業
に
つ
い
て
も
業
務
の
見
直
し
を
検

討
し
、機
構
改
革
に
努
め
る
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

  
全
6
議
案
を
可
決

　

第
１
号
議
案
の
令
和
４
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
剰
余
金

処
分
案
の
承
認
で
は
受
託
販
売
品
取
扱
実
績
は
前
年
比

９
・
３
％
減
の
１
２
０
億
８
１
８
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
訳
は
米
穀
が
89
億
４
７
０
３
万
円
、
園
芸
が
15
億
８
３

６
６
万
円
、
畜
産
が
15
億
５
１
１
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
米
穀
販
売
で
は
、
米
価
の
下
落
が
影
響
し
ま
し
た
。し

か
し
な
が
ら
、依
然
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
も
の
の
、行
動
制

限
や
入
国
制
限
が
解
除
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
業
務
米
を

中
心
に
回
復
基
調
に
あ
る
状
況
で
す
。当
期
剰
余
金
は
１

億
７
７
０
６
万
円
、
繰
越
剰
余
金
な
ど
を
加
え
た
当
期
末

処
分
剰
余
金
は
４
億
８
９
１
０
万
円
。利
益
準
備
金
に
４

５
０
０
万
円
、任
意
積
立
金
に
２
億
８
０
３
３
万
円
、今
年

度
初
め
て
農
業
経
営
事
業
利
益
積
立
金
と
し
て
約
33
万
円

を
積
立
。出
資
配
当
と
し
て
、
年
０
・
６
％
の
約
３
１
５
１

　

当
J
A
は
６
月
21
日
、本
所
で
第
29
回
通
常
総
代
会
を
開
き
、総
代
5
4
8
人
の
う
ち
4
7
６
人

（
書
面
議
決
、委
任
出
席
を
含
む
）が
出
席
し
ま
し
た
。議
長
に
は
広
野
地
区
の
田
村
晴
久
さ
ん
が
選
任

さ
れ
、令
和
4
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
な
ど
を
含
む
、全
6
議
案
が
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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令和5年度 各事業の取り組み重点目標

信用部
●組合員・利用者のニーズに応えるサービ
スの提供

●農業・地域・暮らしの領域における金融
仲介機能の発揮

●業務効率化によるコスト構造の見直しと
人材育成

共済部
●組合員・利用者一人ひとりに寄
り添った安心と満足の提供

●共済事業の長期安定的な展開
●ＣＳ向上への取組みおよびコン
プライアンス態勢強化等による
健全性・信頼性の強化

福祉課
●サービスの質の向上によるサー
ビス基盤と人的基盤の整備

●安心して暮らせる居場所づく
り・社会参加をサポート

●助けあい組織の基盤整備

総合企画部
●組合員戸の対話による持続可能
な組織・事業基盤の確立

●地域に根差した将来を担う人材
育成・確保と働きやすい職場環
境づくり

●持続可能な経営基盤の確立・強化

リスク管理室
●財務基盤の強化と信頼確保のた
めの法令順守の徹底

監査室
●法令順守に基づく内部体制の検
証ならびに指導の強化

●監査技術の向上と関係機関との
連携

畜産課
●畜産技術・経営の強化
●家畜防疫衛生対策の強化
●自給粗飼料の確保
●地産地消による消費拡大の取組み

営農資材課
●価格情勢に応じた生産資材の安定供給
●予約購買の向上
●店舗業務の整備・集約

農業機械課
●訪問推進とイベントによる低コスト農機
情報の提供

●資格取得により人材育成と修理整備体制作り
●農作業事故・機械故障防止に対する啓発活動

加工販売課
●産地精米のメリットを生かした精米販売拡大
●新たな店舗運営に向けた直売所の活性化

生活特産課
●顧客満足度を高めた管内農畜産物の消費拡大
●地域の食と農・健康を支える生活事業の展開

営農企画課
●異常気象に対応し得る技術の平準化と
指導力の向上

●ＪＡ土づくり支援対策の推進
●需要に応じた米の生産と水田フル活用
による需給調整対策

●持続可能な水田農業・次世代へつなぐ
農政運動の展開

●関連組織と連携した生産活動および食
農教育・米消費拡大の推進

米穀課
●米穀集荷体制の強化
●産地・卸・実需との継続的な取り組み
と米販売の強化

●農産物検査業務・保管事業の効率的な運営

園芸課
●土地利用型作物の栽培推進
●園芸生産拡大品目の推進
●選果施設統合による経費削減
●新たな販路と企画販売の拡大
●施設園芸拡大支援事業による高収益型施設
園芸の定着化とさらなる産地形成の推進

●長ネギの作業受託と共選による安定した出
荷数量の確保と品質の上位平準化の確立

●無料職業紹介所による農業労働力の確
保に向けた支援

担い手支援課
●担い手の経営発展支援
●新たな制度に対応した担い手の育成
●次代の担い手への就農・定着支援
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あ
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億
７
７
０
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万
円
、
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越
剰
余
金
な
ど
を
加
え
た
当
期
末

処
分
剰
余
金
は
４
億
８
９
１
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万
円
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準
備
金
に
４

５
０
０
万
円
、任
意
積
立
金
に
２
億
８
０
３
３
万
円
、今
年

度
初
め
て
農
業
経
営
事
業
利
益
積
立
金
と
し
て
約
33
万
円

を
積
立
。出
資
配
当
と
し
て
、
年
０
・
６
％
の
約
３
１
５
１

係
機
関
・
畜
産
農
家
と
情
報
共
有
し
畜
産
経
営
基

盤
の
維
持
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
購
買
事
業
】

　

営
農
資
材
課
は
価
格
情
勢
に
応
じ
た
資
材
供
給

体
制
の
整
備
に
努
め
商
品
の
安
定
供
給
の
取
組
を

実
施
。在
庫
の
一
元
管
理
を
徹
底
し
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
品
ぞ
ろ
え
を
行
い
ま
す
。農
業
機
械
課
は
低
コ

ス
ト
農
業
へ
の
情
報
提
供
と
人
材
育
成
を
重
点
に
、

整
備
力
・
営
業
推
進
強
化
を
図
り
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
ま
す
。生
活
特
産
課
は
顧
客
満
足
度
を
高

め
た
管
内
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
活
動
と
食
農
教
育
な

ら
び
に
組
合
員
健
康
増
進
に
向
け
た
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

【
信
用
事
業
】

　

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
金
融
仲
介
機
能
を
発
揮
し
内
部
管
理
体
制

な
ど
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、総
合
事
業
の
特
性
を

生
か
し
た
役
割
発
揮
に
努
め
ま
す
。

【
共
済
事
業
】

　

組
合
員
・
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、ひ

と
保
障
を
基
軸
と
し
た
「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
・

農
業
」の
総
合
保
障
の
提
供
と
農
業
・
地
域
へ
の
貢

献
に
取
組
み
豊
か
な
生
活
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
福
祉
事
業
】

　

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

よ
り
、
災
害
な
ど
の
環
境
変
化
に
も
対
応
し
、
信
頼

で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
目
指
し
ま
す
。ま

た
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
居
場
所
づ
く
り
、
社

会
参
加
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
経
営
管
理
】

　

幅
広
く
組
合
員
の
意
見
を
頂
戴
し
事
業
運
営
に

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、地
域
活
性
化
の
取
組
み
を

継
続
し
地
域
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、
経
営
の
体
質
改
善
を

図
り
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
努
め
ま
す
。

高
品
位
米
生
産
農
家

個
人
の
部
　
最
優
秀
賞　

髙
橋
晃
一（
酒
田
）

　
　
　
　
　
　

優
秀
賞　

伊
藤
嘉
信（
鳥
海
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
正
博（
中
平
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
田
直
志（
遊
佐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

功（
一
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
曽　

豊（
郡
鏡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
淳
一（
上
郷
）

集
団
の
部
　
最
優
秀
賞　

門
田
生
産
組
合（
新
堀
）

　
　
　
　
　
　

優
秀
賞　
米
島
東
部
生
産
組
合（
鳥
海
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
生
産
組
合（
東
平
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
長
橋
生
産
組
合（
蕨
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
禅
寺
生
産
組
合（
観
音
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
生
産
組
合（
北
俣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
事
組
合
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
川
渡
里
夢（
上
郷
）

大
豆
生
産
優
秀
組
織

　

優
秀
賞　
農
事
組
合
法
人　

ビ
ー
ン
ズ
本
楯（
本
楯
）

　
　
　
　
　

落
野
目
農
業
振
興
部
会（
新
堀
）

　
　
　
　
　

ぐ
み
島
大
豆
Ｇ
Ｍ
５（
稲
川
）

高
収
益
畜
産
農
家

　
　
　
　
　
　
　

養
豚　

佐
藤
光
也（
本
楯
）

　
　
　
　
　
　

肉
用
牛　

兵
藤
幸
悦（
本
楯
）

　
　
　
　
　
　

繁
殖
牛　

阿
部　

靖（
田
沢
）

　
　
　
　
　
　
　

酪
農　

石
黒
耕
一（
飛
鳥
）

高
収
益
園
芸
農
家

　
　
　
　
　
　

庄
内
柿　

大
井
春
夫（
東
平
田
）

　
　
　
　
　
　

日
本
梨　

小
野
寺
伸
一（
本
楯
）

　
　
　
　
　
　

メ
ロ
ン　

小
林
良
太（
浜
中
）

　
　
　
　
　
　

長
ネ
ギ　

齋
藤　

典（
西
荒
瀬
）

　
　
　
　
　

パ
プ
リ
カ　

土
門　

勤（
西
遊
佐
）

　
　
　
　
　

ス
ト
ッ
ク　

佐
藤
広
幸（
浜
中
）

　
　
　
　

ミ
ニ
ト
マ
ト　
農
事
組
合
法
人　

フ
ァ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
平
田（
北
平
田
）

　
　
　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス　

遠
田
一
成（
稲
川
）

女
性
部
組
織

　
　

組
織
購
買
部
門　

中
牧
田
女
性
部（
内
郷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿
二
女
性
部（
吹
浦
）

優
秀
組
織
　
　
　 　
農
事
組
合
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

イ
ー
ネ
刈
穂（
上
田
）

み
ど
り
農
業
振
興
賞　

進
藤
裕
太（
広
野
）

令
和
4
年
度
農
業
産
物
生
産
優
秀
農
家

な
ら
び
に
集
団
等
表
彰
者
名
簿
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NEWS TOPICS&

アイガモロボに期待 01環境にやさしく除草対策

サトイモ試験栽培 02遊休地活用

　ＪＡでは、遊休地の有効活用を目的に管
内でサトイモ「大和早生」の試験栽培に取
り組んでいます。昨年度始めた取り組みで、
浜中地区（砂丘地）と平田地区（転作田）
の約８０ａで栽培。土壌環境の違いで生じ
る生育や収量の違いについても検証を
行っています。
　６月中旬には、平田地区の圃場に種イモ
１万球を機械と手作業で植え付けました。
圃場を管理する佐藤邦寛さんは「取り組
み初年度なので、収穫の向上を目標に数
年間取り組んでいきたい」と話しました。
　園芸課の鈴木康平指導員は「試験栽培
の結果を踏まえ、来年度の本格的な栽培
推進につなぎたい」と秋の収穫に期待して
いました。ＪＡでは試験栽培の結果を踏ま
え、来年度の本格出荷を予定しています。

　当ＪＡで参加する庄内協議会では5月下旬から、
遊佐町と酒田市の圃場で水田の雑草を抑制する農
業用機械「アイガモロボ」の実証実験を行いました。
ロボットは、アイガモのように圃場内を遊泳しながら
スクリューで土を巻き上げ、水を濁らせることで光を
遮り雑草の発生や育成を抑える効果があります。
　実証実験に携わっている、今野修さん（蕨岡）と
三笠陽平さん（本楯）は「表層剥離が起こらず、ヒエ
の発生も確認されておらず効果が見られる。アプリ
の設定が難しく今後の改善に期待している」と話し
ました。
　６月８日、ガーデンパレスみずほで開かれた生活
クラブ連合会庄内協議会では同ロボについて、土
壌環境、水量などの使用条件が難しいと課題が出
ました。今後は来年度に向けて実証と検討を進め
ていきます。
　同ロボを活用することで除草剤などを削減し、
環境にやさしく作業負担の少ない農業につながる
と期待しています。

▲生育は順調に進んでいます

▲実証実験している本楯の田んぼの様子

42023.07



NEWS TOPICS&

酒田・飽海地域現地検討会

　酒田農業技術普及課と当ＪＡつや姫研究会は６月１６日、
酒田市内２カ所の展示圃で県産ブランド米「つや姫」と
「雪若丸」の酒田・飽海地域現地検討会を開きました。生
産者や行政、ＪＡ関係者ら約３５人が、草丈や茎数、葉色な
どの生育状況を調査し、今後の管理のポイントを確認しま
した。
　「つや姫」の検討会は北平田地区の漆曽根で、「雪若丸」
は八幡地区の前川の展示圃でそれぞれ行いました。
　酒田農業技術普及課は「適期で中干しを開始して、無効
分げつの抑制を図るとともに根の活力を高め、穂肥が行え
る稲姿に仕上げよう。また、水管理が効率的に行えるよう、
作溝もあわせて行うように」と指導しました。

03「つや姫」「雪若丸」今後の管理を確認

まるまる高品質メロン 05出荷目ぞろえ会
　ＪＡ全農山形は６月２０日、当ＪＡ浜中選果場で庄内地区全体
の庄内ネットメロン出荷規格目ぞろえ会を開きました。目ぞろえ会
では、形状やネット張り、ひび割れの実物を見ながら説明。
　今年のハウス栽培とトンネル栽培のメロンはどちらとも果実の
肥大・品質は良好で高品位に仕上がっています。
　管内では１１０人の生産者が約４３．５ｈａでメロン栽培に取り組
んでいます。ハウス栽培は６月下旬～７月上旬、トンネル栽培では７
月中旬～下旬以降にそれぞれ出荷のピークを迎える見込みです。
　園芸課の土屋拓課長補佐は「順調に生育し、高品質の果実に
仕上がった。自信をもって消費者に届けることができる」と満点
の笑みで話していました。

　６月９日、本所で共済カウンターセールスコンテストを開きました。各支
店から職員８人が出場し、酒田きた支店の今田清午さんが最優秀賞に選
ばれました。
　他損保加入自動車保険のＪＡ共済への切り替えを想定したロールプレ
イング方式で、加入内容の説明と対応スキルを競いました。今田さんは、
１０月に山形市で開かれる県大会に出場します。
　同コンテストは地域に選ばれるＪＡを目指し、共済窓口担当者の対応力
と顧客満足度の向上を図ることを目的に毎年開催しています。

▲今田さんは爽やかな話し方、お客さま目線で表情を
　見ながらの対応が良かったと評価されました

今田清午さん最優秀04地域に選ばれるＪＡを目指して

▲メロンの選果基準を確認する選果人

▲生育状況を確認する生産者たち

2023.075



　

７
月
に
入
り
、
穂

肥
作
業
の
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
穂
肥
は

籾
数
や
枝
梗
数
の
増

大
、
稔
実
の
向
上
、
籾
の
退
化
防
止
な
ど

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
的
確
な
生
育
診
断

を
行
い
、
適
期
・
適
量
の
穂
肥
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

【
穂
肥
の
時
期
・
量
】

　

穂
肥
時
期
に
つ
い
て
最
も
確
実
な
診
断

は
、
茎
を
カ
ッ
タ
ー
な
ど
で
削
ぎ
、
中
の

幼
穂
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
幼
穂

の
長
さ
で
稲
の
生
育
段
階
を
確
認
し
、
穂

肥
時
期
を
決
定
し
ま
す
。（「
は
え
ぬ
き
」

は
幼
穂
長
が
約
０
・
５
㎜
〜
で
穂
肥
時
期
）

施
肥
量
に
つ
い
て
は
生
育
状
況
に
よ
っ
て

変
動
す
る
の
で
、
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
情
報
を
参
考
に
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

　

省
力
化
の
観
点
か
ら
基
肥
一
発
肥
料
の

使
用
割
合
が
増
加
傾
向
で
す
が
、
生
育
途

中
で
葉
色
低
下
が
見
ら
れ
る
場
合
は
総
合

的
な
判
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
営
農
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
穂
肥
後
の
管
理
】

　

穂
肥
後
か
ら
穂
揃
い
期
ま
で
は
、
稲
が

最
も
水
分
と
酸
素
を
必
要
と
す
る
時
期
で

す
。
出
穂
期
ま
で
は
２
潅
２
落
の
間
断
潅

水
を
行
い
、
土
壌
水
分
が
不
足
し
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。（
作
溝
に
水
が

溜
ま
る
程
度
）
ま
た
、
出
穂
か
ら
穂
揃
い

期
ま
で
は
開
花
・
受
粉
に
十
分
な
水
分（
花

水
）
が
必
要
と
な
る
た
め
、
出
穂
後
１
週

間
は
湛
水
状
態
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

【
防
除
対
策
】

　

病
害
虫
防
除
所
の
情
報
に
よ
る
と
、
斑

点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
が「
や
や
多
い
」

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
類
の

増
殖
を
抑
え
る
た
め
、
こ
ま
め
な
草
刈
り

や
、
圃
場
内
の
雑
草
除
去
と
防
除
を
徹
底

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
発
生
密
度
を
低
減
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
草
刈
り
は
８
月
上

旬
の
ヘ
リ
防
除
前
ま
で
に
終
え
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
８
月
末
ま
で

は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
、
圃
場
内
へ
の
侵

入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
園
芸
生
産
拡
大

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の

中
の
品
目
の
一
つ
と
し
て
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
生
産
拡
大
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

栽
培
さ
れ
て
い
る
主
な
品
種
は

「
ピ
ン
キ
ー
」「
サ
ン
チ
ェ
リ
ー
ピ
ュ

ア
プ
ラ
ス
」「
ト
マ
ト
ベ
リ
ー
」「
ア

ン
ジ
ェ
レ
」
な
ど
で
す
。

　

管
内
で
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
出

荷
が
６
月
よ
り
開
始
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
秋
ま
で
栽
培
が
続
き
ま
す
。

次
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け
て
管

理
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
潅
水

　

苗
が
活
着
す
る
ま
で
は
少
量
で

こ
ま
め
な
潅
水
を
行
い
、
萎
れ
る

場
合
の
み
株
元
潅
水
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
活
着
後
か
ら
第
３
花
房

開
花
ま
で
は
、
潅
水
を
や
や
控
え

め
と
し
、
萎
れ
が
見
ら
れ
た
ら
少

量
の
潅
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
温
度
管
理

　

７
月
も
高
温
多
湿
条
件
下
で
の

栽
培
と
な
る
た
め
、
高
温
障
害
や

着
果
不
良
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ミ

ニ
ト
マ
ト
は
気
温
が
３
０
℃
を
超

え
る
と
生
育
が
低
下
す
る
た
め
、

ハ
ウ
ス
の
換
気
を
行
い
、
昇
温
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
花
飛
び
対
策
で

ト
マ
ト
ト
ー
ン
を
使
用
す
る
場
合

は
、
気
温
に
よ
っ
て
倍
率
が
変
わ

る
た
め
、
適
切
に
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

③
排
水
対
策

　

降
雨
に
よ
る
ハ
ウ
ス
の
浸
水
や

土
壌
病
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
排

水
性
の
悪
い
圃
場
は
、
高
畝
で
定

植
す
る
な
ど
、
排
水
対
策
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
定
期
的
な
圃
場
巡
回
を

行
い
、
生
育
の
調
査
、
管
理
情
報

の
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
い
栽
培
方
法
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
園
芸
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

本
所
園
芸
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

酒田みなみ営農課
山田　勝也

園芸課
後藤　早央里

営農掲示板

幼
穂
形
成
期
か
ら
の

本
田
管
理
に
つ
い
て

営
農
の
し
お
り

高
温
期
の
ミ
ニ
ト
マ
ト

栽
培
管
理
に
つ
い
て

園
芸
だ
よ
り

62023.07



営 農 課
平田営農課は９人が所属し、
営農指導などを行っています。
自然豊かな平田地区で高品質・良食味米の
安定生産に向け、日々がんばっています。
・水稲、大豆、そばの生育や病害虫の相談・指導
・生産調整の各種交付金の申請支援
・受託組織（生産組合、無人ヘリ、ＣＥなど）の円滑な運営
・水稲、そばの検査買い入れと保管管理
・農地の受委託相談

共 済 課
共済課では6人が所属し「ひと・いえ・くるま・
農業」に関わる共済の業務を行っています。
窓口のほか、外回りの担当LAも所属しています
ので、訪問させていただいた際には、
ぜひお気軽に相談ください。
・共済金の支払請求や自動車の継続管理、
  車両入替手続きなど
・ＬＡによるお客さまへの保障点検活動

金 融 課
金融課では5人が所属し、明るい笑顔で
窓口業務や金融にまつわるご相談をい
ただいています。
皆さまのご来店をお待ちしています。
・貯金の入出金や振込業務
・各種税金や公共料金等の収納
・金融商品の説明や販売

平田中央支店

JA紹介!
支店長
佐藤 昌彦

髙橋 美彩
辻村 亜紀子 井上 寛奈

三ツ澤 美雨

課長
伊藤 由美子

土田 良介 佐藤 祐一

担い手推進員
加藤 修

課長
石井 周喜

指導員
佐藤 翔

係長
今井 匡仁

佐藤 絵美

佐藤 繭子
髙橋 文子

平田中央CE 主任OP
荘司 淳志

平田中央CE サブOP
坪沼 雪人

髙橋 有紗 原田 由紀
課長

後藤 祐太郎

皆
さ
ま
の
ご
自
宅
へ

保
障
点
検
活
動
で

お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

係長
阿部 義之

私たちLAが皆さまの
お宅を訪問します！

LA紹介

2023.077



華
や
か
寄
せ
植
え
教
室

　

６
月
12
日
（
月
）、
平
田
支
部
は
平
田
体
育
館
で
花
の
寄
せ
植
え
教
室

を
開
き
ま
し
た
。
部
員
30
人
が
参
加
し
、
講
師
は
平
田
副
支
部
長
の
須
田

嘉
恵
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。
多
年
草
や
一
年
草
な
ど
の
長
く
楽
し
め
て
人

気
の
あ
る
花
を
５
種
類
そ
ろ
え
、
寄
せ

植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
簡
単
に
で
き
て
、

き
れ
い
な
寄
せ
植
え
に
仕
上
が
っ
た
」

「
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
、
久
し
ぶ
り
に

部
員
同
士
の
顔
合
わ
せ
が
で
き
て
嬉
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

上
京
運
動
！

　

６
月
13
〜
14
日
、
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
小
学
校
23
校
を
班
ご
と

に
分
か
れ
て
訪
問
し
「
農
業
の
先
生
」
と
し
て
米
づ
く
り
の
授
業
を

行
い
ま
し
た
。
授
業
で
は
米
づ
く
り
の
１
年
を
解
説
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

視
聴
し
、
部
員
が
庄
内
地
方
の
稲
作
や
自
然
環
境
に
つ
い
て
紹
介
。

ま
た
、
事
前
に
訪
問
先
の
小
学
校
へ
送
っ
た
「
は
え
ぬ
き
」
苗
の
成

長
具
合
を
確
認
し
今
後
の
水
管
理
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

同心協力女性部と青年部通信！

JA管内で活躍している人
を紹介します！

※実際の切り替えによるおトク額は電気のご使用量等によって変動します。
　単価・電気料金については 2023 年６月１日時点の単価を適用し、10％消費税込となっております。
※燃料費調整額、および再生エネルギー発電促進賦課金は含まれていません。

詳しくはこちらから！　（株）みどりサービス・ガス課　TEL26-5564

1,944円お得! 7,380円お得! 9,396円お得!

切替えによるおトク額 例

 JAでんきとは
組
合
員
の
み
な
さ
ま
が
日
々
ご
利
用
さ
れ
て
い
る

電
気
の
料
金
を
お
安
く
す
る
た
め
に
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
取
り
扱
う
電
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

切
り
替
え
簡
単
、Ｊ
Ａ
口
座
を

そ
の
ま
ま
ご
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
来
月
号
に
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

▲笑顔あふれる寄せ植え教室

82023.07



今年はすぐに気温が高くなり、
梅雨明けのような6月でした。
田んぼの稲や畑の作物が順調
に育ちそうですね！

梅雨の時期、あまり大雨になら
ず「恵みの雨」であってほしい
ですね

（平田・後藤さん）

違う地域の人にもおいしいと言ってもらえるのはとてもうれしいです。今年の庄内
メロンは高品質に仕上がっているので、ぜひ召し上がってください！

いよいよメロンの時期になります。おいしいメロン食べたいなぁ～。
（酒田・戸田さん）

毎年静岡の親せきに庄内メロンを送っています。静岡もメロンの名産地ですが、
舌が肥えた静岡人も、おいしいと言って喜んでくれています。これからもおいしい
メロンを作ってください。

（松山・後藤さん）

丼ぶりの中に美味しいお米と豪華な海の幸が敷き詰められている豪快丼は食べ
ると満たされるような感覚になります。これは直接お店に行かないと分からない
感覚です。

海鮮どんやとびしまの豪快丼。名前通り豪快に具がのっています。
（神奈川県・藤井さん）

ありがとうございます。もともと組合員の方の希望でこの企画をすることになりま
した。私自身新採職員なので、撮影中に他部署の人たちと距離を縮められる良
い機会になりました。今後も色んな部署の紹介をどんどんしていきますので、よろ
しくお願いします！

まるっとJA紹介は仕事内容やJA職員の紹介などがとっても良いですね。他会社
にはない企画なので楽しみです。　　　　　　　　　　　　 （鶴岡・池田さん）

　農家と兼業しながらサイコロアー
トに熱中しています！
　サイコロアートとはサイコロを題
材にした独自の木工アートのこと
で、社寺風の台座にいくつもの木
製サイコロ・置き物・ビーズをジャ
ンルにとらわれず、自由に飾り付け
られるのが魅力です。いつか作品
をどこかに展示したいと考えていま
す。今後は日本をイメージしたサイ
コロアート「ジャパンアート」に挑
戦します。

細かい彫りの部分は木彫りノミを使って掘っており、
屋根部分の装飾に使っているビーズは１つ１つ手で
貼り付けています

１つの作品につき数か月ほど時間をかけ、作り上げます

サイコロ
アートを

ぜひ見
に来てく

ださい！

場所：
酒田市

吉田字
耳通４５

酒田きた・吉田
かずみつ

遠田一光さん（76）

JA管内で活躍している人
を紹介します！

　3 0年以上大工一筋
だった遠田さんは退職後
に自分が考えたものを作
り出したいと思い、3年前
本格的に木工細工の制
作を始めました。

きっかけ

輝き
ピックアップ

作品名：「サイコロの世界」

2023.079



ガパオ風そうめんrecommended

recipe

Chef Nagai s`

永
井 

智
一

（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴
（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

シェフ永井のおすすめシェフ永井のおすすめ

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

【応募方法・あて先】

【e-mail応募アドレス】
 kouhou@ja.midorinet.or.jp

【タテのカギ】
①七夕伝説のヒロイン
②青島幸男氏や石原慎太郎氏が
務めました
③手のひらや足の裏の反対側
⑤蚊取り線香から立ち上るもの
⑥――を聞いて十を知る
⑧ルーペともいいます
⑫兄弟姉妹の息子のこと
⑬チョウが花を巡って吸うもの
⑭テントを張ったりして野外活動
を楽しみます
⑮――タオル、――ソープ、ゴッド――
⑯一時的に建てるもののこと。――住宅
⑰アブラ、クマ、ミンミンといえば
⑲地球の衛星です

①河島英五のヒット曲『酒と泪（なみだ）
と――と女』
④長針、短針、秒針が付いているものも
⑦元素記号はLi。電池にも使用される金属です
⑨騎手が騎乗時に持つもの
⑩手首と肩の間にある関節
⑪本に挟みます
⑬まだ夜が明けきらない頃のこと
⑮種から芽が出ること
⑯虫よけのために寝床の周りにつるします
⑰定規を当てて引くことも
⑱高校球児たちが地方大会で――を繰
り広げています
⑳トップ・――・ボトム
㉑駅の券売機で買います

お送りいただいた個人情報は当誌の
編集以外には使用しません

〒998-8510

J
A
庄
内
み
ど
り

広
報
ク
イ
ズ
係
行

【締切】7月18日(火)当日消印有効

太陽から
守ってくれる
アイテム！

ヒント！ヒント！
【6月号答え】
ミズスマシ

【当選者発表】
Ｓ・Ｓさん（平田中央）
Ｉ・Ｊさん（鳥海）
Ｓ・Ｓさん（上田）
ヨッシィさん（浜中）
カノンママさん（東京都）

①答え
②今月号で良かっ
　た記事
③ご意見・ご要望
④「読者からのおた
　 より」へひと言
⑤住所、氏名、年齢
　電話番号

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で7
名様に「ゆきのはな（蕎
麦）」をプレゼント！

正解者の中から抽選で7
名様に「ゆきのはな（蕎
麦）」をプレゼント！

（1）ナスは縦に5mm幅の千切り、赤ピーマンは縦に5mm幅の千切りにする。ニンニク
とショウガはみじん切りにする。

（2）フライパンにサラダ油を入れ熱し、豚ひき肉をよく炒め、Aを全て入れ、さらに中火
で2～3分炒める。

（3）（2）にサッと素揚げしたナスと赤ピーマン、ナンプラー、砂糖を加え強火で1分ほど
炒め、仕上げにざく切りにした半量のバジル、レモン汁を加え混ぜ合わせる。

（4）ゆでたそうめんを器に盛り、つゆを張り、上に（3）を盛り付け、残りのバジルを散ら
し出来上がり。

● 作り方

ペンネーム
（6文字以内）での
応募ができるように
なりました！

フルネームでの氏名記入は
必須になります。

● 材料（2人分）
そうめん…2把
麺つゆ（そうめん用ストレート）
　　　　　　　　　…200ml
豚ひき肉…100g
ナス…2本
赤ピーマン…2個
バジル…12枚
サラダ油…大さじ1

　ニンニク…小さじ1/2
　ショウガ…小さじ1/2
　甜麺醬（てんめんじゃん）…小さじ2
　豆板醬（とうばんじゃん）…小さじ1と1/2
　豆鼓醬（とうちじゃん）…小さじ1
ナンプラー…大さじ2
砂糖…小さじ2
レモン汁…1個分

A
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令和４年５月末事業実績検討
ディスクロージャー誌の対応
行政庁提出業務報告書の承認
令和６年度新規採用職員第２次募集要領
与信取引に関する利用者への説明態勢に
かかる規則の一部変更
理事が代表する団体への貸付
営業店システム導入にかかる次期信用窓
口端末機器のリース取得
令和４年度決算監事監査報告に対する回
答書

１.
２.
３.
４.
５.
　
６.
７.
　
８.
　

第３回定例理事会が６月３０日、本所で開
かれ、下記の議案が承認されました。

理事会だより

附議事項

Information

●主な職務内容（JA事業全般）　
　JA事業全般（総合職）営農販売、購買、信用、共済福祉事業など
●応募資格
　（１）令和６年３月大学・短期大学を卒業見込みの方か、既に大学・短期　    
大学を卒業した昭和５９年４月２日以降に生まれた方（満３9歳まで）

　（２）令和６年３月高校・専修学校を卒業見込みの方か、既に高校・専修
　    学校を卒業した平成元年４月２日以降に生まれた方（満３４歳まで）

　（３）自宅より通勤可能な方。　
●採用予定人数　１０人程度（内 福祉事業は１人）
　　　　　　　 （大卒・短大卒・専修学校卒５人程度、高卒５人程度）
●試験内容
　１次試験：総合適性検査（能力検査、性格検査）・小論文
　２次試験：面接（１次試験の合格者）
●応募期間および試験日程　応募資格⑴⑵共通
　令和５年７月１日（土）～９月８日（金）締切日当 JA必着
　１次試験日は９月１６日（土）
●試験会場　当 JA本所（酒田市曙町１-１）
●応募書類
　下記問合せ先へご連絡または当JAのホームページ（採用情報）からも確
　認できます。
●事業所説明会
　日時：７月２５日（火）１４：００～
　場所：当 JA本所（酒田市曙町１-１）
　　　   参加申込みは事前に人事教育課までご連絡ください。
●お問合せ　人事教育課☎２６－５５６１

令和６年度職員募集

広報誌「みどり」６月号訂正のお知らせ
　この度、広報誌「みどり」６月号におい
て、記載に誤りがありました。深くお詫び
申し上げますとともに、下記の通り訂正さ
せていただきます。　

１０ページ「青年部通信」にて
【誤】今年も自動へ　【正】今年も児童へ

 訂正内容

サマーフェア２０２３
●日　　時　遊佐会場（北部農機センター・オートパル遊佐）
　　　　　　７月１９日（水）９：００～１７：００
　　　　　　酒田会場（みどり農機センター）
　　　　　　７月２１日（金）９：００～１７：００
　　　　　　７月２２日（土）９：００～１６：００
●内　　容　JA経済事業・㈱みどりサービス　合同展示会
　　　　　　最新農業機械や資材、生活用品などの展示販売
　　　　　　新車・カー用品やガス器具の販売
　　　　　　マルノー商品の紹介
●場　　所　北部農機センター（遊佐町遊佐字鶴田５６-１）
　　　　　　みどり農機センター （酒田市手蔵田字仁田４７-７）
●お問合せ　農業機械課　☎２３－１８１８
　　　　　　酒田会場にはキッチンカーも来るよ！

催　し

JA庄内みどりウオーキング俱楽部よりお知らせ
＜第４回ウオーキング倶楽部　集合場所＞
●日　　時　７月２２日（土）８：３０受付開始　９：００開会
●内　　容　酒田港（本港）コース
●集合場所　船場町 SAKATANTO駐車場
　　　　　　（酒田市船場町２-５-１５）
●参 加 費　７月より参加の方のみ２,０００円（年会費）
●お問合せ　福祉課　 ☎ ２４－５４１１
　　　　　　　　　　  FAX ２４－５４１３

こちらからも
ご確認いただけます→

お知らせ

山居館メロンフェア
●日時　７/２・９・１６・２３
　　　  （毎週日曜日）
　　　　９：００～１８：００
●内容　メロンの対面販売（９：００

～１２：００）フェア開催日
は１，８００円以上のメロン
（商品）は送料全国６００
円で発送します。（但し、沖
縄・離島は除く）新型コロ
ナウイルス感染予防のため、
試食は行いません。

●お問合せ　山居館☎２６-６２２２

インボイス制度相談の受付窓口について
　今年１０月から始まるインボイス制度（適格請求書保存
方式）につきまして、制度内容の説明・相談を受け付けます。
●相談窓口　各支店営農課担い手推進員
　　　　　　※各営農課に電話連絡の上、ご来協願います。

　組合員の皆さまに役立つ情報をさらに
見やすい誌面でお伝えしたいと思い、先
月号よりレイアウト・企画をリニューアルし
ています。皆さまから寄せられた「こんな
企画してほしい」「こんな情報を載せてほ
しい」などのご意見・ご要望を取り入れ
ながら、より良い「広報誌みどり」にして
いきたいと思います！　　　　 （美桜）

　６月中は通常総代会と青年部の上京
運動の取材があり、新採職員の私には
すべてが新鮮で貴重な経験でした。この
経験のおかげで最近は堂 と々写真撮影
ができるようになり、成長を感じます。
　今後は取材の時に緊張しないよう、
がんばります！　　　　　　　（葉月）
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